From the Germanophilia to the Germanophobia  The metamorphosis against the German-Americans in the transitional period of World War I. by 長友  雅美
ドイツ文化敬愛から反ドイツ感情への変容 : 第一
次世界大戦前後のドイツ系アメリカ人をめぐって












ネス族を意味する Teutonを用い Teutonophiliaや Teutophiliaが、また「反ドイツ感情 Anti-German 































ち 13名もが博士号の学位を取得している 7）。1900年頃には 9,000名を超えるアメリカの若者が
ドイツに学んだのである 8）。他方主要なアメリカの大学や学術機関にはドイツ帝国文部省派遣の
｢栄誉皇帝冠称｣ 9）を持つ学者も数多く訪れた。例えばブレスラウ大学教授のオイゲン・キュー




左図：The Penn Germania 1912., Vol.1.No.3. の表紙。アメリカ合衆国の「星条旗」を持つ女神コロンビアと ｢ドイツ帝国
国旗｣を持つ女神ゲルマーニアが、ウィリアム・ペン William Penn （1644-1719）の立像前で握手する図。下段には、ニューヨー
ク市で ｢ドイツ出版協会 The German Publication Society」会長職を長年務めた Th. ストロー （Theodore Sutro:1847-1927）
の献呈詩文が記されている。












1901年 10月 6日―「帆船コンコード号」によるドイツ系移民 13家族のフィラデルフィア港
到着記念日―に、フィラデルフィアの「ペンシルベニアドイツ協会」11）でドイツ文化の啓蒙と
保護育成と全米中に広がりを見せ始めた ｢禁酒運動」に対抗する手段検討を目的に、「全国ドイ
ツアメリカ人同盟 NGAA= National German-American Alliance」が結成された。代表理事にはチャー
ルズ・ヘクサマー（Charles John Hexamer:1862-1921）、副理事にはペンシルベニア大学のマリオン・





族文化の維持とその啓蒙に他ならないと考えていたためである。さらにこの 1901年 12月 11日
には、｢ドイツ歴史協会 The German Historical Society」がフィラデルフィアに NGAA会員を中心
に結成され、同会機関誌の「アメリカーナ・ゲルマニカ Americana Germanica」13）の発行も始まった。
1905年 6月 21日マサチューセッツ州ウースターのクラーク大学 14）のフリードリヒ・シラー


















B.Hayse: 1822-1893）の在任中に国務長官を務めたカール・シュルツ（Karl Schurz: 1829-1906）と、
アメリカで初めて幼稚園を開設したその妻マルガレーテ・シュルツ（Margarethe Meyer-Schurz: 
1833-1876）、スタンダード・オイル会社のロックフェラー（John D.Rockefeller, Sr.: 1839-1937）、
ビール醸造業界のイェンガリング（David G. Yengling: 1806-1877）、ブッシュ（Adolphus Busch: 
1839-1913）、パープスト（Frederick Pabst: 1836-1904）、シュリッツ（Joseph Schlitz: 1831-1875）、
ケチャップ会社のハインツ（Henry J. Heinz: 1844-1919）、ピアノ製造のシュタインウェイ（Henry 







1908年 10月 6日、フィラデルフィア市内のジャーマンタウン Germantownにあるフェルノン
公園で、ドイツ系移民到来の 225周年を祝し盛大な記念碑除幕式が挙行された。この「ドイツ人
の日」16）の来賓客には NGAA会員に混じり、その昔 13家族のドイツ系移民を率いてこの地に入
植したパストリウス（Francis Daniel Pastorius:1651- c.1720）の縁者の姿もあった。17）
さらに 1910年 12月 7日には、ワシントン DCのラファイエット公園内で、独立戦争時の英雄
シュチューベン将軍像序幕式が NGAAにより執り行われた。18）
多くの政府高官臨席のもと、ミズーリ州選出下院議員リチャード・バルトホールド（Richard 
Bartholdt: 1855-1932）20）、駐米ドイツ帝国大使ベルンストロッフ（JohannH.Graf von Bernstorff: 





























12日【フランスは 8月 11日、日本は 8月 27日】であった。この 2日前、ニューヨーク市内で
出版社を営むジョージ・ヴィーレック（George Sylvester Viereck:1884-1962）は、1914年 8月 10
日イギリスとフランスからの反ドイツ宣伝を緩和する目的と、ドイツ側の主張を代弁し、アメリ
カが厳中立の政策を進めることを目的に『ザ・ファザーランド The Fatherland（祖国）』の編集発
行を開始した。この週刊誌は同年 10月には発行部数が 10万部にも達したが、24） 1917年 2月 14
日には『ザ・ニューワールド The New World』と誌名を変え、さらに『ザ・アメリカン・マンス




【左図版出処】：San Francisco, Goethe-Schiller Denkmal Gesellschaft. San Francisco, Califolia. Erinnerungen an den Tag 
der California. Midwinter International Exposition 1894, an dass Goethe-Schiller Fest. 1901 1901 年 8 月 11 日のサンフラ
ンシスコ市 Golden Gate Park 内でのゲーテ・シラー像序幕式典写真【中図版】：現在のサンフランシスコ市のゲーテ・シラー
像【右図版】：クリーブランド市の Wade Park のゲーテ・シラー像。1907 年 1 月に除幕式挙行。この他 1908 年 6 月 12 日
にミルウォーキー市 Washington Park 内に設置【1960 年秋に補修】されたものと、1911 年 10 月 15 日に除幕式が催され
たニューヨーク州シラキュース市の Schiller Park 内にもゲーテ ･ シラー像がある。これらアメリカ国内にある 4 つの立像は、
1857 年にヴァイマルの Weimar の国民劇場（Nationaltheater）前にある立像を範として鋳造されたもの。
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4．「反ドイツ感情 Germanophobia」
1914年 6月 28日のサラエボ事件後、同年 8月 1日、ドイツ帝国はロシアに対して宣戦布告、
第一次世界大戦が始まった。ドイツ軍のベルギー侵攻作戦により、ルバーン Louvainのサンピエー
ル大聖堂も約 30万冊もの書籍を誇っていたルバーン大学図書館 25）も廃塵と化した。西フランド
ル地方の古都イーペル Ypersの破壊、さらにフランスのランス Rheim大聖堂への空爆【1914年 9
月 19日】といったドイツ軍の蛮行は、アメリカでも多くの人に衝撃を与え、P




潜水艦の無差別魚雷攻撃であった。これは 1915年 3月 28日の英国船籍のファラバ号、同年 5月
1日のアメリカ船籍のガルフライト号、さらに多くの合衆国市民が犠牲となった同年 5月 7日の
客船ルシタニア号撃沈事件、同年 8月 19日のアラビック号事件、同年 8月 22日の英国船籍貨
客船ダイオメッド号、同年 12月 30日のパーシア号撃沈事件など 26）であった。因みに、英国船
籍の船だけでも、1914年 8月から 1915年 3月までのファラバ号事件までに 670隻ほどがドイツ
海軍の攻撃を受けている。これにフランス船籍やアメリカ船籍などを含めると、この数はもっと
多くなるはずである。国際法に反した潜水艦の魚雷攻撃無警告攻撃が本格化し始めたのは、1917
【左】：1914 年 8 月 10 日創刊号の表紙【中】：1917 年 2 月 14 日号では書誌名が The New World （The American Weekly） 
と変えられている。【右】1917 年 8 月 15 日号で再び書誌名変更。図版はすべて HathiTrust による。
左：The Literary Digest. May 22.1915.p.1200. 中：Life. July 15. 1915 右： Cartoons magazine Vol.9.1916.p.557
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イツ皇帝ヴィルヘルム支持の態度を保っていた。だが 1917年 4月 2日の宣戦布告【ウィルソン





















ら『幼いハンス Hänshchen klein』、『おおもみの木よ O Tannenbaum』といったドイツ民謡の楽譜
さえも破り裂かれる異常な状態になっていった。ドイツ料理の定番の酢漬けのキャベツ「ザウ
ワークラウト Saurkraut」は、「勝利のキャベツ victory cabbage」もしくは「自由キャベツ liberty 
cabbage」、広くアメリカ人に食されていた「ハンバーガー」は「自由ステーキ liberty steak」ある
いは「ソールズベリー・ステーキ Salisbury steak」、｢自由サンドイッチ liberty sandwiches｣、｢ダッ
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クスフンド dachshunds」は「自由犬 liberty Hounds｣ あるいは ｢自由子犬 liberty pups｣、「シェパー
ド犬 Shepherd Dog」の変わりに「アルセーシャン Alsatian」、さらに一部の医者たちは、病名の ｢





情 Germanophobia」の高まりは、ついに 1917年 6月 15日に連邦議会で、アメリカ合衆国に不忠
実で反逆的態度を公の場でとる市民に対しては、10,000ドルもしくは懲役 20年役刑を科すこと
が可能な「防諜法 Espionage Act」を通過させてしまった。31） この法律に抵触したとして 1917年
に、女性解放運動家エンマ・ゴールドマン（Emma Goldman:1869-1940）とアレクサンダー・バー












1918年 5月 16日、司法長官グレゴリー（Thomas Gregory: 1861-1933）の肝いりで ｢防諜法｣
修正案が出され、｢煽動罪法｣ が連邦議会を通過した。司法長官グレゴリーは、ただちに自警組
織「アメリカ保護同盟 American Protective League」を結成させ、全米各州にも「国防委員会 The 








務めたヴィクター・バーガー（Victor Louis Berger 1860-1929）35）も含まれていた。また「国防委
員会」は「反ドイツ感情 Germanophobia」を煽るためにアメリカの映画界と連携し、1918年 3月
に『皇帝はベルリンの獣 The Kaiser, die Beast of Berlin』、同年 6月に『皇帝と地獄へ行け To Hell 





























のリンチ事件で起訴された 16名の被告人は、弁護側の「憂国の殺害 patriotic murder」という主
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パー Hooper、グランド・アイランド Grand Islandなどでは公道でドイツ語の書籍を焼却、また
コロラド州ボールダー Boulderでも、コロラド大学併設予科の支援で「ドイツ語書籍焚書の集会
German-book-burning rally」が開催されたのである 38）。1918年 6月 13日には、ウィスコンシン
州のバラブー Baraboo市内の公道でドイツ語教科書が州の警備隊によって焼却され、また同年
6月 7日には、同州メノミネー Menominee市内で学校当局が学生たちを煽りドイツ語教科書焼














































1918年には、シンシナティの「ドイツ相互保険会社 German Mutual Insurance Co.」が社名を「ハ




左：第 1 回（1917 年）の自由公債宣伝ポスターの一枚：
「フン族、その印、その汚れを自由公債によって払拭せ
よ」










ナル銀行The German National Bank」は「リンカーン・ナショナル銀行The Lincoln National Bank」、「ウ
エストジャーマン・ナショナル銀行 The West German National Bank」は「ウェスト信用銀行 The 








ア男性合唱団 Germania Männerchor」は 1918年 5月 9日に「シカゴ・リンカーン倶楽部 Chicago 
元の名称 1918年4月8日の変更
German Street ジャーマン通り English Street　イングリッシュ通り
Bismarck Street ビスマーク通り Montreal Streetモントリオール通り
Berlin Street ベルリン通り Woodrow Streetウッドロー通り　
Bremen Street ブレーメン通り Republic Street　共和国通り
Brunswick Streetブランズウィック通り Edgecliff Pt　エドゲクリッフ・ポイント
Frankfurt Streetフランクフルト通り Connecticut Avenueコネチカット・アベニュー
Hamburg Street ハンブルク通り Yukon Street　ユーコン通り
Hapsburg Street ハプスブルグ通り Merrimac Streetメリッリマック通り
Schumann Street シューマン通り Meredith Street　メレディス通り
Vienna Street ウィーン通り Panama Street　パナマ通り
Humboldt Street フンボルト通り Taft Road　タフト通り
左図：Jahrbuch der Deutschen in Chicago für das Jahr 1915.,S.254 より。ドイツ語による宿泊部屋料金明細がドイツ亀の
子文字を印刷されている。中図：Die Deutsche Zeitung Charleston.SC. 3.März 1917 の広告。右図：Die Deutsche Zeitung 
Charleston. （American Edition） 14.April. 1917.【アメリカが宣戦布告後）のチャールストン「ドイツ新聞」（英語版）の広告】
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Lincoln Club」（1921年に再び元の名に戻る）と名を変え、また「ホテル・ビスマルク Hotel 
Bismarck」は「ホテル・ランドルフ Hotel Randolph」、「ホテル・カイザーホーフ Hotel Kaiserhof」
は「ホテル・アトランティック Hotel Atlantic」、さらに「カイザー・フリードリッヒ相互保険組
合 Kaiser Friedrich Mutual Aid Society」は「ジョージ・ワシントン慈善保険組合 George Washington 
Benevolent and Aid Society」、またインディアナポリスでも、地元の体育協会本部と練習場なら
びに図書館とレストランを持つ「ドイチェス・ハウス Deutsches Haus」の名前が「アセネーウム
Athenaeum」に、それぞれ名を変えざるを得なかったのである。52）
6. ドイツ語を目の仇とした 2 人の州知事
ドイツ人とドイツ文化に対し、恐れと嫌悪感が入り交じった「反ドイツ感情」はドイツ語の使
用自体に対する反感としても全米に拡がっていった。その先鞭を切ったのはアイオワ州である。
1918年 5月 23日に、同州知事ハーディング（William Lloyd Harding:1877-1934）が「バベル宣言 



























年の 1919年の 4月 9日付けで、ネブラスカ州議会を通

































り（例：The New Yorker Staatszeitung、Freie Presse für Texas）また業界新聞の中にはそのまま発
刊 57）を続けていたものもあったことに注目しておく必要があるであろう。
注
1  プロイセン公国の首相ビスマルク（Otto von Bismarck:1815-1898）の主導のもと、1871年 1月 18日、フラン
スのベルサイユ宮殿「鏡の間」で「ドイツ帝国」誕生が祝された。初代皇帝ヴィルヘルム一世（Wilhelm I.:在
位 1871-1888）は 1888年 3月に 91歳で他界。病身の息子フリードリヒ三世に代わり、その子ヴィルヘルム二世
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German-American Historical Society」の創設に力を注ぎ、1911年にはドイツ帝国から「赤鷲賞付騎士団員 Knight 
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